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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

No.168 �   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

平
成
28
年
度
　
定
時
社
員
総
会
　
会
長
挨
拶

�

公
益
社
団
法
人 

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会　
　

�
 

会　

長　

堰せ
き 

八は
ち

　
義 

博

定
時
社
員
総
会
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
時
節
柄
大
変
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
臨
席
を
賜
り
ま

し
た
ご
来
賓
の
方
々
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
何
か
と
お
忙
し
い
こ
の
時
期

に
全
道
各
地
か
ら
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
、
交
通
安
全
運
動
に
熱
心

に
取
り
組
ま
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

当
委
員
会
は
、
交
通
事
故
の
無
い
平
和
で
明
る
い
郷
土
北
海
道
を
築
く
た
め
、

会
員
で
あ
る
道
内
市
町
村
や
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
方
と
、
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
交
通
安
全
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
27
年
の
北
海
道
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、
１
７
７
人
と
３

年
連
続
で
２
０
０
人
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数
、
傷

者
数
と
も
に
、
10
年
連
続
で
減
少
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
高
齢
者
が
交
通
事
故
死
者
数
の
半
数
以
上
を
占
め

て
い
る
こ
と
や
飲
酒
運
転
が
原
因
に
よ
る
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
る
な
ど

課
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
種
の
交
通
安
全
運
動
を
道
民
総
ぐ
る
み
で
展
開
し
、

引
き
続
き
「
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
」
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、北
海
道
が
策
定
し

た
推
進
方
針
に
基
づ
き
、
道
や
市
町
村
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
と
緊

密
に
連
携
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
効
果
的
な
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

特
に
、
昨
年
暮
れ
に
制
定
さ
れ
た
「
北
海
道
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る

条
例
」
は
、
道
議
会
に
お
い
て
全
会
派
一
致
で
、
議
員
提
案
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
さ
ら
に
道
か
ら
も
条
例
制
定
に
伴
っ
て
特
段
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
今
ま
で
以
上
に
飲
酒
運
転
の
根
絶

に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
み
、
道
民
一
人
一
人
に
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
を
広
く
定
着
さ
せ
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
遺
児
育
英
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
修
学
意
欲
の
あ
る
交
通
遺

児
等
の
皆
さ
ん
が
、
経
済
的
理
由
で
そ
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
引
き
続
き
、
し
っ
か
り
と
支
援
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
、
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
開
会
に
当
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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毎月15日は「道民交通安全の日」

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

平
成
28
年
度
事
業
計
画（
概
要
）

Ⅰ　

事
業
計
画
の
概
要

　

１　
�

平
成
28
年
の
交
通
安
全
運
動
に
お

い
て
は
、北
海
道
が
策
定
し
た
「
平
成

28
年
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の
推

進
方
針
」
で
、
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ス

ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
〜
め
ざ
せ
安

全
で
安
心
な
北
海
道
〜
」
の
も
と
に
、

交
通
安
全
運
動
の
重
点
で
あ
る
「
高

齢
者
事
故
防
止
」、「
飲
酒
運
転
根
絶
」、

「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」、「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
全
席
着
用
」、「
自
転
車
安
全
利
用
」、

「
居
眠
り
運
転
防
止
」
及
び
「
デ
イ
・

ラ
イ
ト
」
を
広
く
道
民
が
参
加
す
る

交
通
安
全
運
動
と
し
て
取
り
組
む
ほ

か
、
４
期
40
日
の
期
別
運
動
、
交
通

安
全
の
日
等
の
運
動
等
に
つ
い
て
、

道
や
市
町
村
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

機
関
・
団
体
と
緊
密
に
連
携
し
、
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
効
果
的
な
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２　

�

道
路
交
通
法
の
改
正
等
に
よ
り
厳

罰
化
が
図
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
飲
酒
運
転
に
伴
う
悲
惨
な
交

通
事
故
死
者
が
依
然
と
し
て
後
を
絶

た
な
い
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
12
月
に
「
北

海
道
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条

例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
交
通

安
全
運
動
と
併
せ
て
飲
酒
運
転
の
根

絶
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
道
民
一

人
一
人
に
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
を
広
く
定

着
さ
せ
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３　

�

道
民
の
善
意
で
支
え
ら
れ
て
い
る

交
通
遺
児
育
英
事
業
に
つ
い
て
は
、

資
金
の
効
果
的
な
運
用
を
図
り
な
が

ら
、
遺
児
の
勉
学
に
必
要
な
資
金
の

特
例
給
付
金
付
き
無
利
子
貸
付
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
交
通
遺
児
の
皆
さ

ん
の
修
学
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４　

�

交
通
安
全
運
動
の
実
践
的
組
織
で

あ
る
地
区
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議

会
や
北
海
道
交
通
安
全
母
の
会
に
対

し
て
、
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

を
通
じ
、
効
果
的
な
交
通
安
全
運
動

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ　

事
業
計
画

第
１　

自
主
交
通
安
全
推
進
事
業

�

（
公
益
目
的
事
業
１
）

１　

交
通
安
全
意
識
向
上
事
業

（
１
）�交
通
安
全
地
域
指
導
者
セ
ミ

ナ
ー

（
２
）�交
通
安
全
研
修
会
等
へ
の
講

師
の
派
遣

（
３
）飲
酒
運
転
根
絶
研
修

２　

調
査
・
研
究
事
業

（
１
）交
通
安
全
推
進
員
の
設
置

（
２
）�デ
イ
・
ラ
イ
ト
事
業
の
点
灯
率

調
査

（
３
）交
通
安
全
推
進
員
の
研
修

３　

広
報
事
業

（
１
）交
通
安
全
総
決
起
大
会
の
開
催

（
２
）�新
聞
紙
面
を
活
用
し
た
広
報

活
動

（
３
）広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

（
４
）�交
通
安
全
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

啓
発

（
５
）�飲
酒
運
転
根
絶
の
日
決
起
大

会
の
開
催

（
６
）�飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ラ
バ
ン

の
実
施

４　

表
彰
事
業

（
１
）ゼ
ロ
運
動
表
彰

（
２
）指
導
員
・
奉
仕
員
表
彰

（
３
）母
の
会
会
員
表
彰

（
４
）一
般
表
彰

（
５
）業
務
貢
献
表
彰

第
２　

交
通
安
全
活
動
支
援
事
業

�

（
公
益
目
的
事
業
２
）

１　

交
通
安
全
啓
発
支
援
事
業

（
１
）広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

（
２
）デ
イ
・
ラ
イ
ト
運
動
推
進
事
業

（
３
）自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
事
業

（
４
）期
別
運
動

（
５
）交
通
安
全
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

（
６
）交
通
安
全
啓
発
活
動
事
業

（
７
）幼
児
の
事
故
防
止
事
業

（
８
）市
町
村
広
報
活
動
の
支
援
事
業

２　

交
通
安
全
運
動
の
展
開

�

（
関
係
機
関
等
と
の
連
携
事
業
）

（
１
）飲
酒
運
転
根
絶
運
動

（
２
）ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動

（
３
）シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用

（
４
）居
眠
り
運
転
防
止

（
５
）交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

（
６
）特
別
対
策

３　

交
通
事
故
防
止
支
援
事
業

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
事
業

第
３　

交
通
遺
児
育
英
事
業�

�

（
公
益
目
的
事
業
３
）

１　

交
通
遺
児
就
学
助
成
事
業

（
１
）資
金
造
成
事
業

（
２
）奨
学
金
募
集
等
事
業

（
３
）広
報
啓
発
活
動
事
業

（
４
）称
賛
事
業

（
５
）奨
学
金
返
還
未
納
者
調
査

２　

特
例
奨
学
金（
給
付
金
付
き
）制
度

３　

作
文
募
集
事
業

第
４　

交
通
安
全
推
進
団
体
交
付
金
事
業

�

（
そ
の
他
事
業
）

１　

地
区
活
動
の
充
実

２　

�

地
区
交
通
安
全
独
自
活
動
へ

の
支
援

３　

母
親
交
通
安
全
活
動
の
強
化

第
５　

管
理
事
業（
法
人
会
計
）
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

�

「
道
民
の
集
い
」

４
月
６
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
前
庭
で
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
「
道
民
の
集

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま

で
の
10
日
間
実
施
さ
れ
た
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
開
催
し
、
主
催

者
・
来
賓
挨
拶
の
後
、
北
海
道
リ
ラ
・
コ
ン
サ

ド
ー
レ
の
宗
像
訓
子
監
督
と
コ
ン
サ
ド
ー
ル

ズ
の
村
田
夕
奈
さ
ん
か
ら
交
通
安
全
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
信
し
た
ほ
か
、
全
日
本
交
通
安
全

協
会
と
毎
日
新
聞
社
が
主
催
す
る
「
平
成
28

年
度
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
で
警
察
庁
長

官
賞
を
受
賞
さ
れ
た
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー

の
稲
村
正
太
さ
ん
か
ら
交
通
安
全
宣
言
を
行

い
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

な
お
、「
集
い
」
終
了
後
に
は
、
道
庁
東
門

周
辺
に
お
い
て
、セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル「
黄
色

い
旗
の
波
」
街
頭
啓
発
を
実
施
し
、
主
に
通

行
車
両
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日 

�

街
頭
啓
発

４
月
10
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
前
庭
で
、

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
の
街

頭
啓
発
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
で
は
、
女
子
カ
ー
リ
ン
グ
チ

ー
ム
「
北
海
道
銀
行
フ
ォ
ル
テ
ィ
ウ
ス
」

の
選
手
を
一
日
警
察
署
長
に
委
嘱
し
、
交

通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
地
下
街
ア
ピ
ア
付
近
に
お
い

て
啓
発
活
動
を
行
い
、
交
通
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

こんばんは　早めのライトで　ごあいさつ

平
成
28
年
度
定
時
社
員
総
会

平
成
28
年
度
定
時
社
員
総
会
が
６
月
３

日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
か

れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
交
通
事
故
に
よ
り
尊

い
命
を
失
わ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

堰
八
義
博
会
長
の
挨
拶
の
後
、
山
谷
吉

宏
道
副
知
事
、
遠
藤
連
道
議
会
議
長
、
宮

腰
憲
章
道
警
本
部
交
通
部
長
に
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
ま
た
ご
来
賓
の
杉
本
昭
則
道

教
育
庁
教
育
部
長
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

次
に
、
渡
邉
修
道
交
通
安
全
指
導
員
連

絡
協
議
会
会
長
を
議
長
に
選
任
し
、
議
事

で
は
、
報
告
事
項
１
件
の
説
明
の
後
、
決

議
事
項
３
件
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会 

�

役
員
の
新
体
制

◇
会　
　
　

長	

堰　

八　

義　

博

◇
筆
頭
副
会
長	

吉　

野　

三　

郎

◇
副　

会　

長	

藤　

井　

祐　

昭

	

時　

田　

昭　

子

	

西　

川　

将　

人

	

山　

崎　

一　

雄

◇
理　
　
　

事	

村　

越　

俊　

文

	

北　

森　
　
　

繁

	

北　

村　
　
　

洋

	

日　

野　

健　

一

	

伊　

藤　

芳　

雄

	

守　

山　

泰　

史

	

石　

橋　
　
　

孝

	

岡　

島　

光　

行

	

澤　

田　

康　

文

	

渡　

部　

明　

雄

	

渡　

邉　
　
　

修

	

蔵　

田　

愛　

子

	
坂　

本　

雄　

司

	
高　

岡　

邦　

博

	
坂　

井　
　
　

信

	

高　

柳　

力　

雄

	

鏡　
　
　
　
　

貢
	

古　

谷　

和　

之
	

中　

田　

孔　

幸

	

山　

那　

順　

一

	

山　

口　

信　

夫
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道
民
交
通
安
全
の
日
街
頭
啓
発

北
海
道
で
は
、
昭
和
59
年
か
ら
毎
月
15

日
を
道
民
交
通
安
全
の
日
と
定
め
、
道
民

総
ぐ
る
み
で
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
行

事
に
参
加
す
る
等
、
日
常
の
中
に
交
通
安

全
意
識
が
定
着
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
七
者
連
絡
会
議
で
は
、

６
月
15
日
に
札
幌
市
内
で
街
頭
啓
発
を
実

施
し
、
主
に
通
行
車
両
へ
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

「
サ
イ
ク
ル・セ
ー
フ
テ
ィ 
�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
出
発
式

４
月
15
日
、
札
幌
の
三
越
駅
前
通
側
の

ピ
ロ
テ
ィ
付
近
で
、
自
転
車
利
用
者
の
交

通
事
故
、
迷
惑
行
為
の
防
止
の
た
め
に
サ

イ
ク
ル
・
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

出
発
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

自
転
車
は
原
則
車
道
を
走
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
は
多
く
の
方
が

歩
行
者
の
間
を
ぬ
う
よ
う
に
走
行
し
て
い

る
現
状
か
ら
、
自
転
車
利
用
者
に
押
し
歩

き
を
直
接
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

自
転
車
安
全
日
街
頭
啓
発

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
の
「
自
転
車

安
全
日
」
に
、
札
幌
市
内
各
地
で
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
で
は
、
交
差
点
等
に
お
い
て
、

警
察
官
や
各
関
係
機
関
・
団
体
の
職
員
等

に
よ
り
歩
道
走
行
や
そ
の
他
違
法
行
為
を

し
て
い
る
自
転
車
に
対
す
る
指
導
警
告
や

自
転
車
リ
フ
レ
ク
タ
ー
の
取
付
及
び
夜
光

反
射
材
の
貼
付
を
実
施
し
、
自
転
車
利
用

者
の
交
通
事
故
防
止
や
交
通
ル
ー
ル
の
周

知
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

・
５
月
20
日　

狸
小
路
４
丁
目
周
辺

・�

６
月
３
日　

‌�

北
海
道
札
幌
視
覚
支
援
学

校
周
辺

シニアこそ　ジュニアのお手本　交通安全

実施期間 7月11日（月）～7月20日（水）実施期間 7月11日（月）～7月20日（水）

運動の
重点

7月13日（水）は「飲酒運転根絶の日」

7月20日（水）777））（（（111177月11日（月）～7月20日（水）実施期間 7月11日（月）～7月20日（水）
夏の交通安全運動夏の交通安全運動平

成
28
年

● 飲酒運転や居眠りなどの観光・レジャー型の交通事故防止
● 子供と高齢者の交通事故防止
● 自転車・二輪車の交通事故防止
● 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
　 正しい着用
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しんごうが　あおでもよくみる　みぎひだり

� （敬称略）

受領月 寄付者名 種　　類 区　　分 寄付金額
（単位：円）

３　月

室蘭地方中古自動車販売協会 ― 募　金 21,168

伊藤組土建株式会社　建設部 ― 募　金 10,000

八雲町交通安全運動推進委員会 ― 募金（箱） 1,763

４　月

雨竜町交通安全推進委員会 特　定 募　金 3,900

事業協同組合札都個人タクシー協会 特　定 寄　付 300,000

植村　泰也 特　定 寄　付 2,000

５　月
一般社団法人空知建設業協会 特　定 募　金 299,000

滝川市交通安全母の会連絡協議会 特　定 募金（黄色い羽根） 32,453

皆様からのご支援、ありがとうございました。

4月24日　事業協同組合 札都個人タクシー協会 5月20日　一般社団法人 空知建設業協会

4月

2000日▶�赤井川村

1000日▶�美瑛町

  700日▶�洞爺湖町、白老町、

東川町、中頓別町

  500日▶�三笠市

  200日▶�函館市

5月

4500日▶�京極町

3500日▶�今金町

1500日▶�仁木町

1000日▶�留萌市

  700日▶�東神楽町、小清水町

  500日▶�栗山町、厚沢部町、

名寄市

  300日▶�芦別市

  200日▶�江別市

6月（予定を含む）

5000日▶�置戸町

3500日▶�留寿都村

2500日▶�利尻町

1500日▶�新十津川町、鹿追町

1000日▶�蘭越町、遠軽町、�

上士幌町

  500日▶�むかわ町、上川町

  300日▶�伊達市、富良野市

◆ ◆ ◆ ◆  交 通 事 故 死 ゼ ロ 運 動 顕 彰  ◆ ◆ ◆ ◆
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その酒で　失う信頼　家族の未来

名
寄
市
は
、
北
北
海
道
の
天
塩
川
が
形

成
す
る
名
寄
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

東
は
雄
武
町
・
下
川
町
、
西
は
幌
加
内
町
、

南
は
士
別
市
、
北
は
美
深
町
と
接
し
て
い

ま
す
。 

そ
の
市
域
は
、
東
西
に
29
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
南
北
に
34
・
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
四
角
形
に
近
い
形
と
な
っ
て
お
り
、
５

３
５
・
20
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
行
政
面

積
を
有
し
て
い
ま
す
。

天
塩
川
と
名
寄
川
が
豊
か
な
恵
み
を
も

た
ら
し
、
も
ち
米
は
日
本
一
の
作
付
面
積
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
北
海
道
有
数
の
作
付
面

積
・
収
穫
量
を
誇
る
農
業
を
基
幹
産
業
と

す
る
都
市
で
す
。

道
路
は
南
北
に
国
道
40
号
、
東
側
に
国

道
２
３
９
号
が
通
り
、
ま
た
鉄
道
は
南
北

に
宗
谷
本
線
が
走
っ
て
お
り
、
交
通
の
要

衝
地
と
し
て
幅
広
い
生
活
圏
域
を
形
成
し
、

北
北
海
道
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。 

本
市
の
歴
史
は
、
明
治
32
年
（
１
８
９

９
年
）、
旧
村
名
「
多
寄
村
」
及
び
「
上
名

寄
村
」
が
剣
淵
村
外
３
カ
村
戸
長
役
場
の

管
轄
に
入
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
後
、
明
治
35
年
（
１
９
０
２
年
）、
両
村

と
も
上
名
寄
村
外
２
カ
村
戸
長
役
場
の
管

轄
に
入
っ
て
以
来
、
旧
風
連
町
は
多
寄
村

か
ら
昭
和
13
年
（
１
９
３
８
年
）
に
風
連

村
と
な
り
、
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
年
）

に
町
制
を
施
行
、
旧
名
寄
市
は
上
名
寄
村

か
ら
大
正
４
年
（
１
９
１
５
年
）
に
名
寄

町
と
な
り
、
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
年
）

に
智
恵
文
村
と
合
併
後
、
昭
和
31
年
（
１

９
５
６
年
）
に
市
制
を
施
行
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
平
成
18
年
３
月
、
風
連
町
と
名
寄

市
が
合
併
し
て
新
「
名
寄
市
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。

交
通
安
全
運
動
は
、
重
点
目
標
を
「
交

通
事
故
の
抑
止
の
徹
底
を
図
る
」
と
掲
げ
、

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「 

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・

交
通
事
故　

〜
目
指
せ　

安
全
で
安
心
な

北
海
道
〜 

」
と
し
て
、
各
関
係
機
関
、
団

体
、
事
業
業
所
、
町
内
会
等
と
の
緊
密
な

連
携
と
共
に
、
４
期
40
日
の
期
別
運
動
、

２
期
20
日
の
特
別
運
動
、
通
年
運
動
、
交

通
安
全
教
育
の
推
進
等
を
効
果
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。「
高
齢
者
事
故
防
止
」、「
飲

酒
運
転
根
絶
」、「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」、

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用
」、「
自
転
車
安

全
利
用
」、「
居
眠
り
運
転
防
止
」、「
デ
イ
・

ラ
イ
ト
」
を
掲
げ
、
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
り
、「
交
通
事
故
防
止
を
徹
底
し
、
安
全

で
安
心
な
社
会
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

名
寄
市
内
で
は
、
人
身
事
故
の
半
数
以

上
が
交
差
点
と
そ
の
付
近
で
発
生
し
て
い

る
現
状
か
ら
交
差
点
事
故
及
び
高
齢
者
の

事
故
防
止
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

各
種
交
通
安
全
運
動
期
間
で
の
街
頭
啓
発

及
び
事
業
所
等
を
通
じ
、
飲
酒
運
転
並
び

に
居
眠
り
運
転
の
防
止
、
夜
光
反
射
材
の

装
着
と
デ
イ
・
ラ
イ
ト
実
践
に
よ
る
「
見

せ
る
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
に
は

「
ぼ
く
も
・
わ
た
し
も
フ
ォ
ト
で
交
通
安

全
」
と
題
し
て
新
入
学
児
童
を
悲
惨
な
交

通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
入
学
式
の
当

日
に
新
一
年
生
と
保
護
者
・
市
長
・
警
察
署

長
・
安
全
協
会
理
事
長
と
写
真
撮
影
を
し

て
新
一
年
生
に
寄
贈
す
る
新
入
学
児
童
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
、
ま
た
、
春
・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
で
は
旗
の
波
運
動
を
国
道
40
号
線
西
條

名
寄
店
前
で
通
行
車
両
な
ど
に
交
通
安
全

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
、
い
ず
れ
も
２

５
０
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
道
路
沿
い

が
交
通
安
全
の
旗
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
す
。

名
寄
市
内
の
交
通
安
全
運
動
は
、
町
内

会
を
始
め
各
種
団
体
が
果
た
し
て
い
る
役

割
は
極
め
て
大
き
く
、
市
民
一
丸
と
な
り

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、
悲
惨
な

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い
運

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。　
　

名
寄
市

（
上
川
総
合
振
興
局
）

市
民
一
丸
と
な
っ
て

�
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」を
願
う

旗の波運動ぼくも・わたしもフォトで交通安全
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スマホ見ず　しっかり前見て　踏むペダル

地域交通安全実践活動ニュース
旗の波運動に130人参加
� 根室地区交通安全推進協議会
春の全国交通安全運動期間中の4月8日、

交通事故死ゼロを目指し根室振興局前の
交差点において街頭啓発「旗の波運動」
を実施しました。
 根室警察署管内では今年に入りすでに
172件の交通事故が発生しており、その
うち人身事故は３件で一人が亡くなり、
二人が怪我をしております。
 この時期は、春の行楽シーズンを迎え
交通量が増加し、幼児・児童の車道への
飛び出しなどが懸念されることから、交
通安全を自らのことと捉え、交通ルール
の順守や思いやりのある交通マナーの実
践が主体的に行われるよう、市民一人ひ
とりの交通安全意識の向上を目的に運動
をしております。
啓発には森内淳根室警察署長をはじめ

関係団体から130名が参加。
根室市交通安全指導員会の飯沢強会長

のあいさつの後、参加者は交通安全、ス
ピードダウン、シートベルト着用などと
書かれた旗を振り三十分間に亘り、通行
車両や道ゆく歩行者などに交通安全を呼
びかけました。

交通安全推進員の声

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」に
向
け
た
、�

法
的
な「
交
通
事
故
防
止
」対
策
に
つ
い
て

平
成
28
年
４
月
よ
り
、
十
勝
地
区

交
通
安
全
推
進
委
員
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。

最
近
、
全
国
的
に
飲
酒
運
転
に
よ

る
悲
惨
な
交
通
事
故
が
多
発
し
て
お

り
ま
す
。
平
成
27
年
11
月
に
、
道
は

飲
酒
運
転
根
絶
を
目
的
と
し
て
、「
北

海
道
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
道
交
通
安

全
推
進
委
員
会
は
、
道
の
条
例
制
定

を
踏
ま
え
、
平
成
28
年
度
の
重
点
事

業
に
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
に
向
け
た

新
規
事
業
を
掲
げ
、
交
通
安
全
啓
発

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
、
飲
酒
運
転
根
絶
を
目
的
と

し
て
「
飲
む
な
ら
乗
る
な
！
」「
乗
る

な
ら
飲
む
な
！
」
と
い
う
交
通
安
全

標
語
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
に
お

い
て
は
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
達
成
の

た
め
、
道
民
一
人
一
人
が
「
飲
酒
運
転

を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

と
い
う
認
識
を
も
っ
て
、
十
勝
地
区

に
お
い
て
も
よ
り
一
層
各
関
係
機
関

等
と
連
携
し
、「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」

に
向
け
て
懸
命
に
啓
発
を
推
進
し
、

「
飲
酒
運
転
死
亡
者
ゼ
ロ
」
の
成
果
を

得
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
高
齢
者
社
会
の
影

響
で
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
死

が
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
よ
り
「
道
路
交
通
法
」

が
改
正
（
予
定
）
に
よ
り
、
高
齢
者

（
75
歳
以
上
）
を
対
象
に
、
一
定
の
交

通
違
反
が
あ
っ
た
段
階
で
、
専
門
医

に
よ
る
認
知
症
検
査
の
診
断
が
義
務

付
け
ら
れ
、
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

免
許
証
停
止
や
取
り
消
し
と
な
り
ま

す
。
こ
の
法
改
正
に
よ
り
、
高
齢
者

に
よ
る
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」
に
向
け

た
交
通
事
故
防
止
に
成
果
を
得
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
大
変
効
力
の
あ
る
制

度
改
正
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
交
通
安
全
推
進
員
の
任

期
中
は
、
一
生
懸
命
交
通
安
全
の
諸

活
動
を
行
い
、
交
通
事
故
防
止
に
努

め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

十勝地区

池本 清蔵

交
通
安
全
推
進
員
と
し
て

４
月
か
ら
交
通
安
全
推
進
員
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
美
濃
島

と
申
し
ま
す
。

５
月
31
日
に
定
期
総
会
を
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

定
期
総
会
の
準
備
（
主
に
議
案
書
の

作
成
）
を
し
て
い
く
中
で
、
北
海
道

の
行
っ
て
い
る
交
通
安
全
運
動
の

内
容
が
み
え
て
き
ま
し
た
。
少
な

い
勤
務
時
間
と
予
算
で
、
通
年
運
動

（
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）、
期
別
運
動
等
を
行
う
こ
と
に

不
安
に
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
道
警
や
市
町
村

な
ど
様
々
な
団
体
の
努
力
と
、
北
海

道
の
交
通
安
全
運
動
を
行
っ
て
き

た
成
果
と
し
て
、
交
通
事
故
発
生
件

数
、
死
者
数
、
負
傷
者
数
の
減
少

（
死
者
数
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
は

平
成
15
年
以
降
全
国
ワ
ー
ス
ト
回

避
）
に
繋
が
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま

し
た
。

推
進
員
に
な
る
ま
で
は
、
運
動
の

柱
で
あ
る
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
も
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
も
子
供
が
産
ま
れ

た
時
か
ら
欠
か
さ
ず
着
用
し
て
い

ま
す
が
、
成
長
と
と
も
に
拒
否
を
し

た
り
ベ
ル
ト
や
シ
ー
ト
か
ら
抜
け

出
し
た
り
と
悩
み
の
種
に
な
っ
て

い
る
現
実
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
１
年
生
に
な
っ
た
息
子
は

毎
日
の
よ
う
に
、
自
転
車
で
出
か
け

て
い
き
ま
す
。
恐
ら
く
自
転
車
で

歩
道
を
走
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
が
、
自
転
車
利
用
の
マ
ナ
ー

を
伝
え
ら
れ
ず
に
い
ま
す
。
し
か

し
、
定
期
総
会
の
準
備
か
ら
わ
か
っ

た
運
動
の
柱
、
親
と
し
て
も
推
進
員

と
し
て
も
ま
ず
は
自
分
の
周
り
か

ら
見
直
し
、
家
族
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
高
を
さ

ら
に
安
心
、
安
全
で
住
み
や
す
い
地

域
に
す
る
べ
く
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
。

日高地区

美濃島 道代

新しい価値の創造を目指して
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石狩地区..................................... 千歳市 オホーツク地区......................... 小清水町

春の行楽期の交通安全運動期間に向け渡島総合振興局では、
ゴールデンウィークの始まる４月28日に新函館北斗駅前で本
州からの旅行者に対しての啓発を実施しました。
駅前にあるレンタカーの全ての営業所に交通安全のメッセー
ジボードを手渡しました。メッセージボードは店内に掲示を
し、レンタカー利用者に交通安全を呼びかけました。その後、
新幹線駅舎で旅行者に啓発物を配付しました。

稚内市では、春の全国交通安全運動期間中、新入学児童に対
し、稚内市交通安全母の会が製作した「愛の鈴」を入学式当日
の朝、学校前で市、教育委員会、宗谷総合振興局、警察署、稚
内交通安全協会など関係団体約40名が「交通事故にあわない
ように」と願いを込めて、児童一人ひとりのランドセルに付け
て交通安全を呼びかけました。この活動は毎年行っており、今
回で29回目になりました。

渡島地区�����������������������������������������������������������北斗市 宗谷地区�����������������������������������������������������������稚内市

おはようコール「旗の波運動」
美幌町では、年３回、通学・通勤時間帯に合わせ、黄色い交
通安全旗により交通安全を呼びかける「旗の波運動」を町民参
加により実施しています。
今年も春の行楽期運動期間中の５月17日、目標の1,000人
には達しなかったものの、雨にもかかわらず806名の参加があ
り、町内46ヶ所で交通安全を呼びかけました。

浜中町では、年４期期別運動の交通安全期間中、厚岸警察
署・浜中町交通安全運動推進協議会・町内会自治会をはじめと
する草の根運動推進団体と連携し、期別ごとに国道44号線で
旗の波啓発を実施し、通行する車両に交通安全の呼びかけを行
っております。
また、町内全世帯に交通安全チラシの配布・防災無線による

交通安全の呼びかけ・交通指導車による啓発運動を行い交通事
故のない安全安心の町を目指しております。

釧路地区�����������������������������������������������������������浜中町オホーツク地区��������������������������������������������������美幌町

平成28年５月17日（火）実施、雨の中806名が参加！


